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鰯 幌臼榊Ｓの概要

国際 統合医科学インスティテユートは、 平 成！７年度文

部 科学省科学 技術振 興調整費 戦絡的研 究拠点育 成プＱ

グラムの一つとして採択され、 開設以来至年半が経遇し蒙

し た。 本 イ ン ス テ ィ テユ ー ト の 鴬 標 は、 こ れ ま で の 我 が 国

の 医科学各分野 が高度に専 門化、
独立化したこどにより

生 ずる弊害を改善し、
また人閤の健康を総合的に研究 す

る た め の 組 織と１し て、 新 し い 治 療 ・ 予 防
１ 根 治 に 関 す る

国際的な 研究・人材 育成のための先 導的拠 点を創成 す

る こと＝で す。

最近の人々の健康慧識の高まりや 医療への関心の強さ

は
、
社 会現象どもいえる状 況です。 自分の健康に 対する

関心だけではなく、 医療費 闘
題などの社会的 不安に根差

すものと考えられ蒙す。 今 医療は専門 分野ごとに高度 な

技術が使 われるようになり、 そ れに対
応した先端 医療 の

ための施 設を必要とするようになりました。 こうした 医療

を 受けるには。 高 額な医療費を負 担し
な ければなりませ

ん。 国民全体の健康を考えるとき、 高度の医療の
進歩は

大 切 で す が、 …・方 で、 病 気 を な る
べ く 早 期 に 診 断 し、 大

親模な治 療を必要とするに至る前 の段階で対処 すること

もまた大切です。 早期診断・早期治療の重要性について

熔すでに強調され、 人閣ドックなどの禾≡備 が 携奨されて

い 豪 す。 し か し、
もう 一 歩 踏 み 込 ん で、 い わ ゆ る 早 期 診

断よりさらに前 の段階でいちはやく病 気の予兆を 察知す

る、 いわば超早 期診 紙が行わ れれ
ばさらに望塞しいこと：

です。 病気として顕在化する前の窪階で、 鋭敏で
正 確な

検査方法により異常を検 脱し、 発病予 防あるい は病録の

早期治 療 づ浸治をすることが期待されます。 これを達 成

すること１により、 医療費の軽 減もまた 達成されることにな

り塞 す。

先端化した現代医学は、 持化された疾病や臓暑暮ごとの

診 断 。 治 療 を 得 意 と１しま す。 し か し、 そ の た め に 場 合 に

よ っ て は、
患 者 …・人 ひ と り の 身 体 の 異 常 を 総 合 的 に み る

ことができにくくなっています。 ここで提唱する 「統 合医

科学」 では、 細分化し縦割り化した諸診療 科
が豪と１塞り、

最先端の 医学 知識と１技 術とを総合的に駆使して、 病気の

趨 早期 診断・治 療を目 指し塞す。
一方で、 伝 統医 療や

代替 医療について科学 的な 評磁を行 へ これらを包括的

に利用すること１も 帥勺の一つと１しています。 症状を明 確に

分類し、 それと病 因との 因果 関係を求める方式による医

療では、 体調が不調だ、 気分がすぐれない、 だる い と

いうようなあいまいな身 体状態 の扱いが 璽難です。 これ

に対して、
伝統医療は、

長 い灘の経験則から導き出きれ

た知 恵に墓づい た処方をしています。 このような処方の

効能は、 必
ずしも科学的に評価されていません。 伝統 医

療の長所を科学 的に査 定し、 待効なものは取り入 れるこ

と１も研究溶動のうちに入ってい豪す （剛）。

腿 鰯繊

艶至 続舎医科学研究体繍
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鰯 １ＲＥｌｌＭＳの概要 （っづき）

本 イ ン ス テ ィ テ ユ ー ト に は、 過
去１５年 以 上 に わ た り 先

天 性心 血管 系疾 患の患 者ならびにその 家族 を中心とし

て、 イ ン フ 才 一 ム ドコ ン セ ン ト を 取 り 交 わ し た う え で 得 た

血液試料が保管されています。 疾患の遺伝子レ
ベルや分

子レベルでの診 断に禰いるこれらの 試料が研究上の重襲

な基盤 の一つ どなっています。 本インスティテユ
ートの構

成は次のようになっています （図旦）。

学 術部門として、 詳細
な患者データに裏づ けされた疾

患 細 胞｛，ＯＯＯ株 に つ い て、
疾 患 遺 伝 子 ・ タ ン パ ク の 解 析

を行う本研 究全体の基盤どなるプロジェクト１、 超早期診

断 法、
新 規 検 査 法 の 開 発 の プ ロ ジ ェ ク ト２、 再 生 医 学、

能 動的ターゲティング技俄 の開発など新たな 治療法の 闘

発を行うプロジェクト３、 疾 患ＤＮＡチップによる発症前 診

断法の関発など新しい予防法闘発のプロジェクト遂、 およ

び特定保健溺食品、栄養機能食品、漢方薬などの有効性・

信頬 性を 科学 的に評 個するプＤジェクト５を 設けていま

す
。

これらの学術部門での研究成果を臨床にフィードバック

し、 臨床
と研究を包 括 帥こ結 びつけるように努力してい

塞す。 さらに、 研究・医療情報 の蓄 積と推論 学習を支援

する 統 合 医 科 学 情 報 基 盤 （Ｃｙｂ 削ｎｔｅｇ廠ｅｄＭｅｄｉｃａ１

Ｉｎｆｒａｓ 削 ｃｔｕｒｅ：Ｃ玉Ｍ） を 関 発 し て い ま す。 そ し て、 こ の

Ｃ至ＭＩの一 部を用いて、 優れた統 合医科学 の指導 者を育

成する人材 育成部門では、 すでに３期約５０名 が受講しま

し た。 こ の 研 究 ・ 教 育 体 制 は、 心 血 管 系 疾 患 に どど ま ら ず、

他の 多様な疾 患領域にも広 げて いくためのモデルと１なり

豪す。 豪た、 医療健康関 連塵 業界と違携して、 蔦度な医

療技術の統合化と新技術分野の闘発に資する協働体の構

築を図り、 最終的には、 統合医科学による疾患予防率の

向上に寄与することを烏的とする、 新しい統 合医科学研

究所の設立を目標と二しています。

こ れ ま で に、 本 イ ン ス ティ テ ユ
ー ト 本 体 の 充 実 を 幽 る こ

と二が できました。 いよいよ学内での連携 の強化を進 める

ことになります。 本学 は、
開放型の改 革がしやすい私立

大学で、
豊富 な臨床例・ 溝度の医 療技 術、 豊富な専 門

分野、 特色ある教育システムの実績、 女性に開かれた研

究教育環境などの実績 があります。 実際に、 ナノテクノロ

ジーや 魎像診 断、 再生 医療分 野などで優 れた成果 を上

げている２７研究グノレープとの連携体制が鰯まりました（図

２）。 」方で、 学 際的・国際 的轟携はす でに効 果が上 が

り始めてい塞す。 網羅 的全ゲノム 解析の鼓 術を有する慶

濾義塾大学、 網羅 的タン
パク解析法の技術を有する東京

大学 医科 学醗究 所、 動物による疾患 遺伝 子研究で 優れ

たテキサス大学、
伝統 医学の 上海交通大学 医学 院の遂大

学 と：協 力 し て、 新 た に 塗 療 ・ カ ウ ン セ リ ン グ ・ 教 育 ・ 餅

究を 統合した 国際的 な連携 システムを 構築しています。

人材も広く園際的に登照し、 実際に構成員の中で海外か

らの採用者の割 合は当初の営標である３０％をほ ぼ達 成し

て い ま す。

このような新しい研究 機関を実現するために、
既存の

教授会などとは別に直接大 学法人のもと１で、 独
立した規

定を 作成、 統括責任者
がリーダーシップを発揮できる体

撤を構築してきました。 本研究構 想を完成し、 本学全体

に波 及することによって、 現 行の
専門 性を 重襯した独立

的な大 学内 研究 環境を 改善し、
他 大学、 余業と１の広い

違携、
さらに国 際的協力も重視した、

広く社会に開か れ

た新しい 医学 研究の体制が 構築され、 社 会に大きく貧献

することが期待されます。

１旺１１ＭＳ設立葡 欄１ＭＳ設立後

図２Ｉ脳Ｉ互ＭＳと東京女子医科大学との違携
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１．ｌＲＥｌｌＭＳの 概 嚢 （つ
づ………）




